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従来の酵素活性測定では、特に血中に微少量存在する酵素の検出における感度は不十分

である場合も多く、その感度の向上は、がんをはじめとする疾患の早期発見に繋がる新規バ

イオマーカーの発見に大きく資すると期待される。そこで我々は、マイクロアレイ型デバイスに

おいて、各ウェル中に酵素を１分子単位で封入し、複数の蛍光基質との反応性の違いから、類似

の活性を有する酵素群（e.g. アイソザイム）を含む生体サンプル中の多数の酵素を 1 分子ごとにプ

ロファイルする実験系の開発をおこなった。特に、様々な疾患に関連する複数のアイソザイムをも

つALPsと、血清中の活性検出が困難であった ENPPs をターゲットとしてプローブ開発を行い、血

清中に存在する異なる種類の酵素群を 1 分子ごとに判別しつつ検出することに成功し、がん患者

由来の血漿中の酵素活性プロファイルから、ENPP のサブタイプの 1 つについて膵臓癌患者にお

ける血中の分子数の有意な増加を見出した。 
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